
ナショナルサイクルルート（ＮＣＲ）
日本を代表する自転車道

ト
カ
プ
チ
４
０
０

８
の
字
で
結
ぶ
ル
ー
ト

北
海
道
ら
し
さ
堪
能

太
平
洋
岸
自
転
車
道

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

国
交
省

全
国
に
６
ル
ー
ト
指
定

利
用
者
数
は

万
人
超

受
け
入
れ
施
設
も
充
実

ビ
ワ
イ
チ

し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

富
山
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

サ
イ
ク
ル
拠
点
完
成

推
進
条
例
も
制
定

サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
聖
地


月
に
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

総
延
長
は
約

㌔

９
日
で
走
破
し
た
人
も

美
し
い
湾
を
巡
る

初
心
者
で
も
手
軽
に
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サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
（
ト

カ
プ
チ
４
０
０
の

Ｈ
Ｐ
か
ら
）

霞
ヶ
浦
は
日
本
で
２
番
目
に
大
き
い
湖

　　琵琶湖にうかぶ「湖中大鳥居」

し
ま
な
み
海
道
は
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地

と
も
い
わ
れ
る

旧国鉄・広尾線沿線駅内の一つ「幸福駅」

太
平
洋
岸
自
転
車
道
は
、
千
葉
県
銚
子
市

か
ら
神
奈
川
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重

県
、
和
歌
山
県
の
各
太
平
洋
岸
を
走
り
、
和

歌
山
市
に
至
る
、
延
長
１
４
８
７
㌔
の
壮
大

な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
だ
。
富
士
山
を
は

じ
め
、
日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
や
景
勝
地

が
多
数
存
在
し
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
を
飽
き
さ

せ
な
い
。

長
距
離
だ

け
に
環
境
整

備
に
は
力
を

入
れ
て
い

る
。
統
一
さ

れ
た
ロ
ゴ
や

矢
羽
根
な
ど

が
路
面
、
看
板
に
表
示
さ
れ
、
迷
わ
ず
に
安

全
に
走
行
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
１
０
０
を
超
え
る
施
設
が
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
空
気
入
れ
や
工
具

の
貸
し
出
し
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
。
サ

イ
ク
リ
ス
ト
に
や
さ
し
い
宿
の
指
定
数
も
多

い
。千

㌔
を
超
え
る
コ
ー
ス
だ
け
に
、
一
般
人

が
一
度
に
走
破
し
よ
う
と
す
る
と
半
月
以
上

か
か
る
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
９
日
間

で
走
破
し
た
つ
わ
も
の
も
い
る
。

読
売
新
聞
に
よ
る
と
、
こ
の
つ
わ
も
の
は

和
歌
山
県
内
の
男
性
２
人
で
、
「
太
平
洋
岸

に
沿
っ
て
走
り
な
が
ら
、
地
域
ご
と
の
多
様

な
文
化
や
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
コ
ー
ス
で
な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
貴
重

な
体
験
だ
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

己
の
限
界
に
挑
戦
す
る
の
も
い
い
が
、
見

ど
こ
ろ
も
多
い
だ
け
に
、
ゆ
っ
く
り
見
て
回

る
の
も
い
い
。

和
歌
山
県
の
観
光
名
所
、
見
事
な
那
智
の

滝
と
三
重
塔

富
山
湾
と
立
山
連
峰
は
富
山
を
代
表
す
る

景
色
だ

国
土
交
通
省
は
、一
定
の
条
件
を
満
た
す
、

安
全
で
快
適
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
認

定
す
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト

（
Ｎ
Ｃ
Ｒ
）
」
制
度
を
設
け
て
い
る
。
日
本

を
代
表
す
る
自
転
車
道
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ
す
る

制
度
で
、
現
在
、
６
ル
ー
ト
が
指
定
さ
れ
、

国
が
情
報
発
信
や
財
政
支
援
を
し
て
い
る
。

第
１
次
の
指
定
は
２
０
１
９
年

月
。
ま

ず
、
茨
城
県
の
「
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん

ロ
ー
ド
」
、
滋
賀
県
の
「
ビ
ワ
イ
チ
」
、
広

島
県
・
愛
媛
県
の
「
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
の
３
ル
ー
ト
、
昨
年
５
月

に
北
海
道
の
「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
、
千
葉

・
神
奈
川
・
静
岡
・
愛
知
・
三
重
・
和
歌
山

各
県
の
広
範
囲
に
及
ぶ
「
太
平
洋
岸
自
転
車

道
」
、
富
山
県
の
「
富
山
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
」
の
３
ル

ー
ト
を
指
定
し
た
。

こ
れ
ら
６
ル
ー
ト

は
自
転
車
愛
好
家
は

も
ち
ろ
ん
、
初
心
者

で
も
十
分
楽
し
め
る

よ
う
、
環
境
も
整
備

さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
適

し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

が
収
束
す
れ
ば
外
国

人
の
利
用
も
増
え
る

と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
各
ル

ー
ト
の
魅
力
や
ト
ピ

ッ
ク
ス
な
ど
を
取
り

上
げ
た
。

つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
は
旧
筑

波
鉄
道
の
廃
線
敷
と
、
霞
ヶ
浦
を
周
回
す
る

湖
岸
道
路
を
合
わ
せ
た
全
長
約
１
８
０
㌔
の

コ
ー
ス
。茨
城
県
の

市
町
村
に
ま
た
が
る
。

水
郷
筑
波
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る

霞
ヶ
浦
な
ど
の
水
郷
地
域
や
筑
波
山
地
域
な

ど
の
豊
か
な
自
然
や
風
景
、
鹿
島
神
宮
に
代

表
さ
れ
る
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
の
魅
力
が
楽
し
め
る
。

筑
波
山
を

望
む
旧
筑
波

鉄
道
廃
線
敷

を
活
用
し
た

コ
ー
ス
（
約


㌔
）
は
車

が
通
ら
ず
、
元
駅
舎
を
活
用
し
た
休
憩
所
が

点
在
す
る
な
ど
、
初
心
者
に
も
走
り
や
す
い

コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
沿
線
に
は
筑
波
ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
コ
ー
ス
（
約

㌔
）
も
あ
り
、

多
彩
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
。

霞
ヶ
浦
コ
ー
ス
は
地
域
の
食
を
楽
し
め
る

ス
ポ
ッ
ト
も
点
在
。
１
周
コ
ー
ス
は
約
１
２

５
㌔
だ
が
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
約

㌔
）
も

あ
る
。

県
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
に
よ
る
と
、
り
ん
り

ん
ロ
ー
ド
の

年
度
の
利
用
者
数
（
推
計
）

は

万
５
千
人
と
な
り
、
前
年
度
の
９
万
３

千
人
を
上
回
っ
た
。

増
加
要
因
は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
高
ま

り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た
情
報

発
信
や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入
れ
環
境
の

充
実
な
ど
。
受
け
入
れ
環
境
に
つ
い
て
は
、

星
野
リ
ゾ
ー
ト
初
の
自
転
車
を
楽
し
む
ホ
テ

ル
「
Ｂ
Ｅ
Ｂ
５
土
浦
」
の
オ
ー
プ
ン
や
「
サ

イ
ク
リ
ス
ト
に
や
さ
し
い
宿
」
の
認
定
開
始

（

年
３
月
末
現
在

施
設
認
定
）
な
ど
が

あ
る
と
い
う
。

ビ
ワ
イ
チ
は
日
本
最
大
の
湖
「
琵
琶
湖
」

を
反
時
計
周
り
に
１
周
す
る
延
長
約
２
０
０

㌔
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
。
走
り
慣
れ
た

人
な
ら
１
日
で
走
れ
る
距
離
だ
が
、
観
光
や

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
、
２
～
３
日
か
け
て

走
る
の
が
お
勧
め
と
か
。

琵
琶
湖
周
辺
に
は
見
ど
こ
ろ
も
多
い
。
比

叡
山
の
麓
に
栄
え
た
里
坊
、
織
田
信
長
が
築

い
た
安
土
城
跡
、
彦
根
城
跡
の
特
別
史
跡
な

ど
、
ち
ょ
っ

と
足
を
延
ば

せ
ば
歴
史
や

文
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で

き
る
。

琵
琶
湖
の
東
を
走
る
近
江
鉄
道
で
は
、
電

車
内
に
自
転
車
を
持
ち
込
め
る
「
サ
イ
ク
ル

ト
レ
イ
ン
」
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、
と
て
も
便

利
だ
。

最
近
の
話
題
と
い
え
ば
、
大
津
市
の
大
津

港
に
、
ビ
ワ
イ
チ
の
拠
点
と
な
る
大
津
港
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ｏ
―
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ

ｂ
ｌ
ｅ
（
オ
ー
ポ
ー
タ
ブ
ル
）
」
が
完
成
し

た
こ
と
。
４
月

日
か
ら
営
業
を
開
始
し
て

い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
を
中
心
に
、
電
動
自
転

車
や
キ
ッ
ズ
バ
イ
ク
な
ど
も
あ
り
、
気
軽
に

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
め
る
。
料
金
は
車
種

に
よ
っ
て
異
な
り
、
１
日
４
７
０
０
円
か
ら

１
万
円
ち
ょ
っ
と
。
カ
フ
ェ
も
あ
り
、
癒
や

し
の
空
間
だ
。

ビ
ワ
イ
チ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
び
わ
湖
１

周

滋
賀
じ
て
ん
し
ゃ
旅
」
も
発
刊
さ
れ
て

い
る
。

ま
た
、
ビ
ワ
イ
チ
を
推
進
す
る
「
ビ
ワ
イ

チ
推
進
条
例
」
が
滋
賀
県
議
会
で
可
決
さ
れ

た
。

月
３
日
を
「
ビ
ワ
イ
チ
の
日
」
と
定

め
、
３
～
９
日
を
「
ビ
ワ
イ
チ
週
間
」
と
し

て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
実
施
す
る
予
定
だ
。

し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

は
、
広
島
県
尾
道
市
と
愛
媛
県
今
治
市
を
結

ぶ
、
日
本
初
の
海
峡
を
横
断
す
る

㌔
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
。
瀬
戸
内
海
の
島
々
が

織
り
な
す
絶
景
を
楽
し
め
る
。

海
道
に
あ
る
七
つ
の
橋
は
そ
れ
ぞ
れ
形
式

が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら「
橋
の
美
術
館
」

と
呼
ば
れ
、
瀬
戸
内
の
多
島
美
と
橋
の
造
形

美
の
絶
景
は

「
世
界
で
最

も
す
ば
ら
し

い
７
大
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ

ー
ス
」
と
米

Ｃ
Ｎ
Ｎ
で
絶
賛
さ
れ
た
と
い
う
。

尾
道
駅
前
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
向
島
に
渡

り
、
因
島
、
生
口
島
、
大
三
島
、
伯
方
島
、

大
島
、
今
治
駅
前
と
い
っ
た
行
程
。
上
級
者

な
ら
３
時
間
ほ
ど
で
走
破
で
き
、
初
中
級
者

で
も
６
～
８
時
間
ほ
ど
と
い
わ
れ
る
。

注
目
の
イ
ベ
ン
ト
が

月

日
に
開
催
さ

れ
る「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み
２
０
２
２
」

だ
。
２
年
に
一
度
の
開
催
だ
が
、

年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
見
送
ら
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
世
界
に
お
け
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地

で
あ
る
し
ま
な
み
海
道
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
、
地
域
振
興
・
活
性
化
を
図

る
。「

供
用
中
の
高
速
道
本
線
を
走
る
こ
と
が

で
き
る
大
会
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
」
と
い

わ
れ
る
だ
け
に
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
関
心
も

半
端
で
は
な
い
。

コ
ー
ス
は
し
ま
な
み
海
道
お
よ
び
そ
の
周

辺
地
域
の
、
約

～

㌔
の
全
８
コ
ー
ス
。

７
千
人
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

ト
カ
プ
チ
４
０
０
は
、
帯
広
市
を
起
終
点

と
し
、
上
士
幌
町
か
ら
大
樹
町
ま
で
を
８
の

字
で
結
ん
だ
ル
ー
ト
で
、
延
長
４
０
３
㌔
。

大
雪
山
公
園
や
太
平
洋
な
ど
の
広
大
か
つ
豊

か
な
自
然
風
景
、
十
勝
平
野
の
肥
沃
な
大
地

に
広
が
る
農
業
・
酪
農
の
風
景
が
魅
力
だ
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
山
、
平
野
、
海

へ
。
雄
大
な
十
勝
を
感
じ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ル
ー
ト
」
。

ち
な
み
に
、

ト
カ
プ
チ
は

ア
イ
ヌ
語
で

十
勝
の
こ

と
。気

軽
に
サ

イ
ク
リ
ン
グ
楽
し
め
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
旅
×
自
転
車
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
、
Ｔ
Ａ
Ｂ

Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
に
よ
る
と
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
で

は
ス
ポ
ッ
ト
に
よ
っ
て
乗
り
捨
て
可
能
な
自

転
車
が
用
意
さ
れ
て
い
た
り
、
空
気
入
れ
や

修
理
工
具
を
貸
し
出
し
て
く
れ
る
ポ
イ
ン
ト

も
あ
る
。
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
充
実
し
て
い
る

と
い
う
。

二
つ
の
湖
を
結
ぶ
山
岳
コ
ー
ス
（
帯
広
駅

―
道
の
駅
し
ほ
ろ
―
糠
平
温
泉
―
幌
鹿
峠
―

然
別
湖
―
扇
ケ
原
展
望
台
―
道
の
駅
し
か
な

い
―
帯
広
駅
、
約
１
４
０
㌔
）
は
上
級
者
向

け
だ
が
、
十
勝
南
部
の
ガ
ー
デ
ン
と
名
所
を

巡
る
ガ
ー
デ
ン
巡
り
コ
ー
ス
（
帯
広
駅
―
真

庭
庭
園
―
十
勝
ヒ
ル
ズ
―
幸
福
駅
―
中
札
内

美
術
村
―
六
花
の
森
―
紫
竹
ガ
ー
デ
ン
―
帯

広
駅
、
約

㌔
）
は
中
級
者
向
け
で
、
美
し

い
ガ
ー
デ
ン
に
心
が
癒
や
さ
れ
る
。

北
海
道
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
ル
ー
ト
協
議
会
は
３
月
、
「
ト
カ
プ

チ
４
０
０
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

て
い
る
。

富
山
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
は
氷
見

市
を
起
点
、
朝
日
町
を
終
点
と
す
る
、
延
長

１
０
２
㌔
の
湾
岸
沿
い
ル
ー
ト
。
富
山
湾
は

「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
（
本
部

・
フ
ラ
ン
ス
）
に
加
盟
し
て
お
り
、
湾
の
魅

力
が
体
感
で
き
る
。

全
般
的
に
平
坦
で
、
初
心
者
も
気
軽
に
楽

し
め
る
の
が

魅
力
だ
。
交

通
量
も
少
な

く
、
雪
の
多

い
地
方
な
ら

で
は
の
広
い

路
肩
も
自
転
車
向
き
と
い
う
。

富
山
平
野
を
横
断
す
る
あ
い
の
風
と
や
ま

鉄
道
は
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を
運
行
し
て
お

り
、
疲
労
度
に
応
じ
て
利
用
す
れ
ば
効
率
的

に
回
れ
る
。

立
山
連
峰
の
景
色
は
も
ち
ろ
ん
、
ル
ー
ト

上
に
は
Ｊ
Ｒ
氷
見
線
の
車
窓
で
も
有
名
な
高

岡
市
の
「
雨
晴
海
岸
」
や
、
「
日
本
の
夕
陽

１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
「
生
地
海

岸
」
な
ど
が
あ
り
、
景
色
の
良
さ
は
ル
ー
ト

の
売
り
と
い
え
る
。

４
月
に
は
魚
津
市
の
市
制
施
行

周
年
と

し
て
、
富
山
湾
岸
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
市
の
あ

り
そ
ド
ー
ム
を
発
着
点
に
行
わ
れ
た
。
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
県
内
外
か
ら
千
人

を
超
え
る
人
が
参
加
し
た
と
い
う
。

氷
見
市
が
作
成
し
た
自
転
車
愛
好
家
向
け

の
Ｐ
Ｒ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ひ

み
」
も
の
ぞ
い
て
み
た
い
。
お
勧
め
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
参
考
に
な
る
。




